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羊毛に含まれるイ

奈良女大家政

が幼虫の摂食誘引物質

　○板谷恭子　　辻井康子

　目的　一般に、衣料害虫が羊毛以外の繊維を食害することはほとんどなく、同一場所に

数種の繊維があれば虫害は羊毛に集中する。衣料害虫が羊毛を発見する際の誘引行動は、

匂いに対する反応としておこると考えられ、羊毛の匂い物質として、例えば微量成分であ

る油脂が挙げられるが、誘引物質はまだ解明されていない。本研究では羊毛製品め虫害防

除の基礎的知見を得るために、クロマトグラフィーにより羊毛中に含まれる物質の同定を

行い、同定された物質を用いて現在羊毛への被害が最大であるイガ幼虫の誘引を調べた。

　方法　羊毛に含まれる誘引成分は水、エタノールおよびヘキサンを用いて抽出した。抽

出物の定性および定量はガスクロマトグラフィー（ＧＣ）および薄層クロマトグラ｀フィー

（ＴＬＣ）により行った。生物試験は供試虫としてイガ幼虫を、装置として2-f low型オル

ファクトメーターを各々用いて行った。

　結果　水およびエタノールによる羊毛からの抽出物にはイガ幼虫の誘引性が認められな

かったが、ヘキサン抽出物は誘引性を示した。そこでヘキサン抽出物をＧＣで分析した結

果14種の脂肪酸およびコレステ・－ルが同定され、各物質の総重量は抽出物の42％となっ

た。　ＴＬＣによる分析ではＧＣ分析で同定した物質以外にI) ノレン酸が同定された。良薬

を用いて同定された各物質を生物試験に供試した結果、カプロン酸、トリデカン酸、ミリ

スチン酸、ペンタデカン酸、マルガリン酸、ステアリン酸、リノール酸、ベヘン酸および

コレステロールはイガ幼虫を誘引した。　また、すべての同定された物質の混合物および誘

引性が確認された物質のみの混合物にも誘引性が確認された。
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市販洗剤中の非イオン界面活性剤の生分解性

青山学院女短大　○小林泰子　檀上洋江　阿部幸子

　目的　最近需要の増加している非イオン界面活性剤の生分解性を調べるために、前報で

は、単一鎖長の数種のAlcohol Ethoχyl ate ( A E ）につき、リバー・ダイ・アウェイ法を

用いて実験を行った1)本報では引続き、非イオン界面活性剤A Eを含む市販洗剤を数種

選び、生分解実験を行い、洗剤の種類による生分解挙動の違いや、単一鎖長のA Eとの比

較検討を行った。

　方法　試料には数種の市販洗剤とA E （C ,, E O T ）、試水には多摩川の河川水を用い

た。試水1 1に活性剤が20．になるように加え、20でのインキュベーター中でダイ・アウ

ェイ・テストを行った。一定時間毎に試料の一部を採取し、ミリポアフィルターでろ過し

た後、全有機炭素（ＴＯＣ）を測定し生分解度を調べた。

　結果　市販洗剤Ａ（Ｌ社）、Ｂ（Ｐ社）、Ｃ（Ｋ社）1

の３種につき実験した結果を右図に示した。いずれの洗

剤も実験開始後２日目にかけて初期分解が起り、その後71
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洗剤ＡはＢ，Ｃに比較し初期分解速度は遅いが、その後ｌ

急速に分解が進む。洗剤Ｃは比較のために用いたＡＥ（　゜゜

C ,3 E O , ）と類似した生分解挙動を示した。今後はＨ

P L Cによる分析を行いさらに詳細な検討を加えたい。

1).日本家政学会第41回大会要旨集　p. 159


